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ニマタンパ・シェーラプジンパ
—その事績と著作について—

西　沢　史　仁

序

　ニマタンパ・シェーラプジンパ（Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pa, 以下、シェ

ーラプジンパ）は、十七世紀に活躍したサンプ寺ニマタン学堂の学僧である。サ
ンプ・ネゥートク寺（gSang phu ne’u thog, 以下、サンプ寺

1
）は、教法後伝期にお

ける仏教教学復興の一大拠点となった中央チベットの古刹であるが、後代、サ
キャ派とゲルク派の多数の講説院（bshad grwa）を内部に擁するようになった。
『黄瑠璃史』（Ｖａｉdūｒｙａ　ɡｓｅｒ　ｐｏ, ₁₆₉₈年造）には、当時、四つのゲルク派の学堂と
七つのサキャ派の学堂とで合計十一の講説院がサンプ寺に存在していたことを
伝えており

2
、ニマタン学堂（Nyi ma thang grwa tshang）はそのうちのゲルク派

系の学堂の一つである。
　シェーラプジンパは、『黄瑠璃史』所収のニマタン学堂長の系譜では、第₂₈代
学堂長ソクポ・シェーラプジンパ（Sog po Shes rab sbyin pa）としてその名を見
出すことができる

3
。ここから彼がチベット人ではなく、ソクポ、即ち、モンゴ

１ サンプ寺の概要については、小野田 ₁₉₈₉、pp. ₃₅₂‒₃₆₂；『トゥンカル大辞典』
p. ₂₀₉₄など参照。サンプ寺及びその教学に関する筆者自身の研究については後で言及
する。
２ 『黄瑠璃史』pp. ₁₄₈．₂₃‒₁₄₉．₂参照。
３ 『黄瑠璃史』p. ₁₄₈．₁₈参照。これについては、小川 ₁₉₉₀、p. ₁に指摘されている。ニ

マタン学堂長の系譜については、Onoda ₁₉₉₀、p. ₁₀₅₁f. に『黄瑠璃史』及びパンチェ
ン・ソナムタクパの『新旧カダム史』を資料として提示されている。但し、そこに示
された系譜は些か問題を含むものである。特に、同論文では、初代ニマタン学堂長に
lDan ma blo gros rgya mtsho を立てるが、『黄瑠璃史』を仔細に見るならば、ニマタ
ン学堂長の系譜一覧を示す箇所（同書 p. ₁₄₈．₁₀‒₂₁）より前の箇所で、gNyal rgod rin 
chen bsam grub によりベセル学堂とニマタン学堂が同時に創設されたと明記されて
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ル人であることが判明する。
　シェーラプジンパの生涯や事績については、その伝記資料を欠くため、詳し
いことは知られていない。但し、デプン寺ゴマン学堂の教科書作成者にしてゲ
ルク派最高の学者の一人に数えられるクンケン・ジャムヤンシェーパ（Kun 

mkhyen ’Jam dbyangs bzhad pa’i rdo rje, ₁₆₄₈‒₁
4

₇₂₁）の師の一人として、ジャムヤ
ンシェーパの伝記資料に言及されており、若かりし頃のジャムヤンシェーパに
大きな影響を与えた人物であることが知られている。
　彼の著作に関しては、幸い、中観学、論理学、般若学に関する彼の八つの著
作のウメ書体の写本が大谷大学図書館に所蔵されており、そのうちの最初の中
観学と論理学の六作品は既に影印版の形で出版されている。但し、これはクン

いるので（同書 p. ₁₄₇．₂₃‒₂₅）、『黄瑠璃史』では、gNyal rgod rin chen bsam grub を
初代ニマタン学堂長として立てていると解釈しておく。それ故、Onoda ₁₉₉₀所収の
系譜では、シェーラプジンパは第₂₇代に数えられるが、実際には、第₂₈代学堂長に数
えるべきである。但し、『新旧カダム史』では、それとは別の人物を初代ニマタン学堂
長に立てており、解釈が一致していない。以上の点を含め、ニマタン学堂長の系譜に
ついては、西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、p. ₅₂₀f. 参照。

４ ジャムヤンシェーパの没年については、₁₇₂₂年とする説と₁₇₂₁年とする説の二つが
知られている。『雪域歴代名人辞典』p. ₄₅参照。同辞典によれば、後者は『ドメ仏教
史』（ⅿＤｏ　ｓⅿａｄ　ｃʰｏｓ　’ｂｙｕｎɡ）に見られる説であるが、『クンケン伝』でも、₁₇₂₁年

（鉄丑年）のホル月二月五日としており（同書 p. ₂₃₃．₁₇）、『トゥンカル大辞典』p. ₆₄
や『ゴマン学堂史』p. ₈₃でも同様に₁₇₂₁年としているので、₁₇₂₁年の説を取っておく。
５ クンイク（bskungs/bskung yig, 隠字）とは、ドゥイク（bsdus yig, 略字）とも称

されるが、 のように、文字を約めて表記する字体を指す。『蔵漢大辞
典』p. ₁₈₁参照。「クン（bskungs/ bskung）」という語は、skungという動詞の過去形
／未来形であるが、これは、sbed pa（隠す）や gsang ba（秘密にする）という意味で
あり（同辞典 p. ₁₂₆）、それ故、クンイクとは、語義的には、「隠字」や「秘密の文字」
を意味する。具体的には、そのテキストの内容を秘密するために或る特定の集団内に
おいてのみ使用される特殊な字体である。それ故、クンイクは、その集団の外部の者
には理解できないことを意図して案出された文字であるため、非常に多彩なヴァリエ
ーションがあり、同一の文字が各テキストに応じて種々の形に約められる現象が一般
的に見られる。クンイクの必要性については、他にも、紙幅を節約するためや、速く
筆記するため等の理由も考えられるが、それは二義的なものであって、本来的なもの
ではない。クンイクについては、その起源や成立過程について定かでなく、今後の検
討課題として残されている。
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イク
5
（bskungs/bskung yig）と称される特殊な隠字体で筆記されており、そのこ

とはこれまで彼の一連の著作を近付き難いものとしてきた
6
。しかるに、近年、

大谷大学真宗総合研究所のホームページから、この六作品を通常のウチェン書
体に直した電子テキストが公表されたこと

7
を契機として、これまで殆ど研究が

なされてこなかったシェーラプジンパの著作の研究状況が整ってきた。
　そこで、本稿では、極めて断片的ではあるが、現在知られているシェーラプ
ジンパの事績及び著作に関する情報を整理し、これをもって今後のシェーラプ
ジンパ研究のための予備的研究としたい。彼の一連の著作のうち、『二諦精解』
（ｂＤｅｎ　ɡｎｙｉｓ　ｋｙｉ　ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ）については現在研究に着手しており、その訳註研
究の公表を予定しているが、本稿では、紙幅の関係上、それを扱う余裕がない
ので、『二諦精解』を含む彼の一連の著作の具体的内容については、機会を改め
て紹介することにしたい。

１．  シェーラプジンパの事績—ジャムヤンシェーパとの関係を主
として—

　前述したように、シェーラプジンパの生涯と事績については、伝記資料が伝
えられていないため委細は不明である。但し、弟子であるジャムヤンシェーパ
の伝記資料や『大教義書』（ɢｒｕｂ　ⅿｔʰａ’　ｃʰｅｎ　ⅿｏ）などにシェーラプジンパに言
及した記述が見出されるので、ここにその諸情報を集めておこう。
　まず、ジャムヤンシェーパは、彼の『大教義書』の末尾において、「四人の師
弟（yab sras bzhi）」の名前を列挙しているが、シェーラプジンパはその中の最
後に見出される

8
。その四人とは以下の通りである。

６ 筆者の知る限り、シェーラプジンパに関する先行研究としては、大谷大学真宗総合
研究所から出版された影印版の付録として付された解題（小川 ₁₉₉₀）にごく簡単に紹
介されている程度である。
７ http://web₁.otani.ac.jp/cri/twrpw/results/e-texts/sherapjinba/（₂₀₁₆年９月公開）参

照。この隠字体で記されたテキストを解読してウチェン書体に直して入力する一連の
作業はトゥプテンガワ（Thubten Gawa）氏による。同氏の尽力がなければ、この難
解な隠字体を解読することは困難であったので、感謝したい。
８ 『大教義書』p. ₆₃₉．₃‒₇: ’Jam mgon bla ma khri rin po che Ngag dbang blo gros 

rgya mtsho’i sras kyi thu bo (₁) theg chen sbyor lam bar gsungs pa’i rgyal sras 
chen po mdo sngags gnyis dang lung gi gter drin can Bla ma Don grub rgya mtsho 
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１．  文殊怙主上師座主ガワンロトゥギャンツォ（’Jam mgon bla ma khri rin 

po che Ngag dbang blo gros rgya mtsho, ₁₆₃₅‒₁₆₈₈）

２．  上師トゥンドゥプギャンツォ（Bla ma Don grub rgya mtsho）

３．  大持金剛グンルン化身ロプサンチューデン（rDo rje ’chang chen po 

dGon lung sprul sku Blo bzang chos ldan, ₁₆₄₂‒₁₇₁₄）

４．  シェーラプジンパ（Shes rab sbyin pa）

　このうち、最初のガワンロトゥギャンツォを「師父（yab）」として、後三者
は、その「筆頭弟子（sras kyi thu bo）」と表現されている。この記述から、ガワ
ンロトゥギャンツォがシェーラプジンパの師に当たることが確認されるのであ
る。
　このガワンロトゥギャンツォという人物は、実は、ジャムヤンシェーパが二
十一歳の年（₁₆₆₈年）にゴマン学堂に入寺した際の座主であり、ジャムヤンシェ
ーパに沙弥戒を再度授け、入寺を許可したルンブム・ロトゥギャンツォ（Klu 

’bum Blo gros rgya mtsho）に他ならない（以下、ロトゥギャンツォと称する
9
）。彼は

三十一歳の木巳年（shing sbrul, ₁₆₆₅）に第₂₈代ゴマン学堂長に就任、以後九年
間（₁₆₆₅‒₁₆₇₃）学堂長を務め、さらに₁₆₈₂年には第₄₄代ガンデン座主に就任し
たことが知られている

10
。ジャムヤンシェーパがゴマン学堂において師事した主

要な師の一人でもある
11
。このことから、シェーラプジンパは、ジャムヤンシェ

ーパの師であるのみならず、その兄弟子にも当たることが判明する。
　ジャムヤンシェーパは、『大教義書』において、このシェーラプジンパを、
「五大難解書等の正理を語る者のうち当代の地上において無比なる正理の主シ
ェーラプジンパ」と評していることは注目に値する

12
。ここで「正理の主（rigs pa’i 

dang/ (₂) mdo sngags kun dang lung rtogs gnyis ka’i mnga’ bdag rDor rje ’chang 
chen po dGon lung sprul sku Blo bzang chos ldan dang/ (₃) dka’ chen lnga sogs 
rigs pa smra ba la deng dus kyi sa’i steng na ’gran zla bral ba rigs pa’i dbang phyug 
Shes rab sbyin pa ste yab sras bzhi’o//（番号付け及び下線は筆者による）
９ 『クンケン伝』p. ₂₂参照。
₁₀  ルンブム・ロトゥギャンツォの略伝は、『黄瑠璃史』p. ₉₃．₈‒₁₄；『雪域歴代名人辞

典』p. ₆₈f. に見られるほか、『ゴマン学堂史』pp. ₅₂‒₅₆、₂₃₉に詳しい。彼のゴマン学
堂長就任年と在任期間は、『ゴマン学堂史』p. ₅₅．₉f. による。

₁₁  ジャムヤンシェーパがゴマン学堂において師事した師と聴聞した典籍の一覧につい
ては、西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、p. ₆₃₈f. 参照。
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dbang phyug）」という呼称は、チベットでは、かの『量評釈』（Ｐｒａⅿānａｖāｒｔｉｋａ）

の著者ダルマキールティ（Dharmakīrti）か、あるいは、サンプ寺の大学僧チャ
パ・チューキセンゲ（Phya/Phywa/Cha pa chos kyi seng ge, ₁₁₀₉‒₁₁₆₉）を指すの
が一般的であるが、論理学に殊に通達した者に与えられる呼称であり、シェー
ラプジンパが五大学課の中でも特に論理学に通達していたことを示唆している。
このことは、後で紹介するように、ジャムヤンシェーパの伝記資料からも確認
されるところである。
　シェーラプジンパの年代については、正確な生没年は知られていないが、上
述した通り、ロトゥギャンツォ（₁₆₃₅‒₁₆₈₈）の筆頭弟子の一人にして、後で紹
介するように、ジャムヤンシェーパ（₁₆₄₈‒₁₇₂₁）が二十四歳（₁₆₇₁年）の頃に師
事した師である。ロトゥギャンツォの三大弟子の上記の順序が年代順であるな
らば、上師トゥンドゥプギャンツォと大持金剛グンルン化身ロプサンチューデ
ンよりも年少の同時代人であることになる。このうち、トゥンドゥプギャンツ
ォは、師のロトゥギャンツォの後を継いで、第₂₉代ゴマン学堂長を務めたオロ
ト・トゥンドゥプギャンツォ（O rod Don grub rgya mtsho, alias, Thor god Don 

grub rgya mtsho）に当たる
13
。「オロト（O rod）」と称されるように、モンゴルの

オイラト（Oirad/ Oyirad）の人である。彼の年代は不明であるが、ロトゥギャ
ンツォの弟子とは言え、その後を継いでゴマン学堂長を務めた人物であるので、
年齢的にはロトゥギャンツォよりそれほど大きな開きはなかろう。ほぼ同世代
と思われる。
　その後に言及されている大持金剛グンルン化身ロプサンチューデンは、チャ
ンキャ二世ガワンロプサンチューデン（lCang skya Ngag dbang blo bzang chos 

₁₂  『大教義書』p. ₆₃₉．₆‒₇参照。なお、このことは、後で紹介するシェーラプジンパの
律の作品（’Ｄｕˡ　ｂａ’ｉ　ｄｕｓ　ｔｓʰｉɡｓ　ɡｓａˡ　ｂｙｅｄ　ｎｙｉ　ⅿａ）の活字本テキストの序文（sngon 
gleng）に言及されている。同書 p. d 参照。

₁₃  この人物の略伝は、『ゴマン学堂史』p. ₅₇f. を参照。『黄瑠璃史』所収のゴマン学堂
長の系譜にもその名が確認される（同書 p. ₁₃₄．₂）。

₁₄  彼の略伝は、『雪域歴代名人辞典』pp. ₅₂₇‒₅₂₉；『トゥンカル大辞典』p. ₇₉₇f. に見ら
れるほか、『ゴマン学堂史』pp. ₅₂₇‒₅₃₃に詳しい。チャンキャ一世タクパウーセル

（Grags pa ’od zer, ?‒₁₆₄₁）の化身とされ、さらにその化身に当たるチャンキャ三世
は、『チャンキャ教義書』（ˡＣａｎɡ　ｓｋｙａ　ɡｒｕｂ　ⅿｔʰａ’）で著名なチャンキャ・ロルペー
ドルジェ（lCang skya rol pa’i rdo rje, ₁₇₁₇‒₁₇₈₆）である。
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ldan）に他ならず
14
、₁₆₄₂‒₁₇₁₄年という生没年が知られている。シェーラプジン

パがロプサンチューデンの後輩に当たるのであれば、シェーラプジンパの年代
は、それよりも幾分後方にずらしたものとなる。但し、弟子のジャムヤンシェ
ーパの年代は、₁₆₄₈‒₁₇₂₁年なので、その前に位置付ける必要があろう。今は、
その中間を取って、₁₆₄₅‒₁₇₁₅年頃の人物と考証しておきたい。仮にこの三大
弟子の順序が年代順でないとしても、師であるロトゥギャンツォ（₁₆₃₅‒₁₆₈₈）

と弟子であるジャムヤンシェーパ（₁₆₄₈‒₁₇₂₁）の間に位置付けられることはほ
ぼ疑いないので、大きな誤差は考え難い。もしこの年代考証が妥当であれば、
シェーラプジンパは、ジャムヤンシェーパの師であるとは言え、年代的にはほ
ぼ同世代の先輩に当たる人物と云えよう。ちなみに、シェーラプジンパには、
後述するように、₁₆₇₅年に著作した律の作品が残されているので、それまで生
存していたことは疑いがない。
　このシェーラプジンパの律の作品は、後述するように、ゴマン学堂で教科書
のように使用されているものであるが、シェーラプジンパが一連のゴマン学堂
の僧侶と師弟関係にあること、彼がモンゴル人であることと併せて鑑みるに、
シェーラプジンパは元々ゴマン学堂の僧侶であった可能性がある。実際、モン
ゴル人とゴマン学堂は密な関係にあり、多くのモンゴル人がゴマン学堂で修学
したことは夙に知られた事実である。この点はまだ憶測の域を出ないが、一つ
の可能性として示唆しておく。
　以上、ジャムヤンシェーパの『大教義書』を資料として、シェーラプジンパ
に関する情報を収集した。シェーラプジンパに言及した記述自体は非常に短い
ものであるが、そこから、幸い彼の年代や師弟関係などについてかなり有益な
情報を抽出することが出来たことになる。そこで次に、ジャムヤンシェーパの
伝記文献を資料として、シェーラプジンパの事績に関する情報を集めておこう。
　ジャムヤンシェーパの生涯と事績については、クンチョク・ジクメワンポ
（dKon mchog ’jigs med dbang po, ₁₇₂₈‒₁₇₉₁）による『クンケン伝』やジャムヤン
シェーパ自身による『クンケン自伝』（未完）を資料として既に拙稿において紹
介したが

15
、まず最初に、ジャムヤンシェーパがシェーラプジンパと初めて出会

₁₅  西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、pp. ₆₃₄‒₆₆₉参照。ジャムヤンシェーパの自伝 ｒɴａⅿ　ｔʰａｒ　ｂｋａ’　
ｒｔｓｏⅿ　ｔｓʰｉɡｓ　ｂｃａｄ　ⅿａ は、七フォリオからなる偈体の小品であり、奥書も記されてい
ない未完の作品である。内容は、ゴマン学堂の履修課程を終えて、ギュメ学堂
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った経緯については、『クンケン伝』では、こう述べられている。
「御年二十五歳（₁₆₇₂）の時、中観学級（dbu ma’i ’dzin grwa）に進級し

た。『［入中論］解説密意解明』（ｒɴａⅿ　ｂｓʰａｄ　ｄɡｏｎɡｓ　ｐａ　ｒａｂ　ɡｓａˡ, Toh ₅₄₀₈）

を暗記して、中観の修学を徹底的になさった。その年に、「カチュ」（dka’ 

bcu, 十難解書［に通達した者
16

］）という称号を得ようとお考えになって、サ

（rGyud smad grwa tshang）での密教研究の途中で終わっている。但し、年齢や年代、
師事した師や具体的な修学内容等が明記されている詳しいものであり、他ならぬジャ
ムヤンシェーパ自身の手になるものなので、彼の伝記研究においては第一級の資料的
価値がある重要な文献である。他方、これに基づき他の諸情報を追加したジャムヤン
シェーパの全生涯にわたる詳細な伝記が、ジャムヤンシェーパの第二代化身として知
られているクンチョク・ジクメワンポにより記されている。このジクメワンポの『ク
ンケン伝』は、奥書（同書 p. ₂₄₃）によれば、「地寅年七月上旬（sa stag zla ba bdun 
pa’i yar tshes）」にデプン寺で著作され、さらにその後ドメ（mDo smad）において加
筆したものである。これは、₁₇₅₈年、ジクメワンポが三十一歳の時の作品である。

₁₆  dka’ bcu pa のこと。bka’ bcu paとも表記される。これは四大仏典（bka’ chen bzhi, 
alias, dka’ chen bzhi, 四大難解書）の上にさらに六つの仏典を加えた十の仏典に関し
て問答の試問を行い合格した者を云う。四大仏典については、中観・般若・律・俱舎

（dbu phar ’dul mdzod）の四つの主要仏典を指すとするのが一般的であるが（『蔵漢大
辞典』p. ₇₇）、論理学（『量評釈』）、般若、中観の三つに律と俱舎の何れかを加えた四
つと解するものも見られる（『トゥンカル大辞典』p. ₁₂₈）、これについては宗派や時代
によって出入りが見られるようであり、例えば、ツォンカパ（Tsong kha pa blo bzang 
grags pa, ₁₃₅₇‒₁₄₁₉）は、修学時代にナルタン寺で「それ（＝般若）以外の残りの四
大難解書のタコル（de ma gtogs pa’i dka’ chen lhag ma bzhi’i grwa skor）」を行っ
たとされるが（『ツォンカパ大伝』₁₈b₁；石濱/福田 ₂₀₀₈、p. ₅₆）、その四つとは、『量
評釈』、上下の阿毘達磨（mngon pa gong ’og, i.e., 『阿毘達磨集論』と『俱舎論』）、『根
本律経』の四つであったとされる（『ツォンカパ伝』p. ₁₁₈．₁）。それ故、その四つの典
籍は決して固定化されたものではなく、その時代と状況に応じて選択されたものと推
定される。このことは十典籍についても同様である。
　四大仏典に通達した者である「カシパ（bka’/dka’ bzhi pa）」の呼称は、ケードゥプ
ジェ（mKhas grub dge legs dpal bzang, ₁₃₈₅‒₁₄₃₈）の『ツォンカパ大伝』に散見す
るので（同書₁₄a₅、₁₉b₁、₂₁b₅）、既にツォンカパの時代に成立していたことは疑い
ないが、このカチュパの呼称は、ツォンカパの二大弟子の一人であるタルマリンチェ
ン（Dar ma rin chen, ₁₃₆₄‒₁₄₃₂）を端緒とすると云われている。カチュパの後には、
サキャ派のチャムチェンラプジャムパ・サンギェペル（Byams chen rab ’byams pa 
Sangs rgyas ’phel, ₁₄₁₁‒₁₄₈₅）を端緒として、後で言及される「ラプジャムパ（rab 
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ンプ寺に赴いた。…［中略］…それから、無数の学識者達の中央で、善
説の獅子吼を完全になさって、カチュの称号を得た。その翌年に［サン
プ寺で］「黄法座のタコル（chos khri ser po’i grwa skor, i. e., rab ’byams grwa 

’byams pa）」ないし「ラプジャムマワ（rab ’byams smra ba）」という称号が起こっ
たが、その経緯については、サキャ派のマントゥ・ルドゥプギャンツォ（Mang thos 
klu grub rgya mtsho, ₁₅₂₃‒₁₅₉₆）によりにこう解説されている。

「カチュパ（bka’ bcu pa）とは、ギェルツァプ・タルマリンチェンから起こった
ことは明らかであり、それ以前は、四大仏典（bka’ chen bzhi）として知られたも
のと、その四つの上に何れかを足して六つ程［の仏典］についてタコルをなさっ
たものばかりが現れたが、ギェルツァプジェにより十帙［の仏典］について解説
する伝統が立てられて以来、「カチュパ（dka’ bcu pa）」と云う呼称が知られるよ
うになり、ポトン・チョクレーパ（Bo dong phyogs ras pa, i.e., Bo dong phyogs 
las rnam rgyal, ₁₃₇₆‒₁₄₅₁）により、十五［の仏典］について解説がなされたが、

「ウンポ・カチュパ（dbon po bka’ bcu pa）」というだけで、それ以外［の呼称］
は起こらなかった。他方、後に、チャムチェン・マウェーワンポ・サンギェーペ
ル（Byams chen sma ba’i dbang po Sangs rgyas ’phel, ₁₄₁₁‒₁₄₈₅）以降、「ラプ
ジャムパ（rab ’byams pa）」と云う［呼称］もまた知られるようになった。しか
しながら、カパ・ションヌセンゲ（bKa’ pa gZhon nu seng ge）等、それ以前に
も、「カパ（bka’ pa, 仏典に通達した者）」の呼称が些か知られていたことは明ら
かである。」（『マントゥ仏教史年表』pp. ₃₅₀．₁₇‒₃₅₁．₅）

　実際、タルマリンチェンが十難解書に対してタコルを行ったことは、ケードゥプジェ
の言及するところであり（『ツォンカパ大伝』₃₇a₁、石濱/福田 ₂₀₀₈、p. ₉₂）、同書で
は、タルマリンチェンを「ロポン・カチュパ（slob dpon dka’ bcu pa）」と称している

（『ツォンカパ大伝』₃₈b₅、石濱/福田 ₂₀₀₈、p. ₉₅、etc.）。
₁₇  この「黄法座のタコル」とは、文脈から判断して、ジャムヤンシェーパが翌年サン

プ寺で行ったラプジャム・タコルを指す。これはサンプ寺において最高学位を得るた
めの問答の試問である。「タコル」とは、諸僧院を巡り、問答の試問を受ける修行の一
つである。「ラプジャム」とは、Mvyut no. ₃₀₆₃によれば、prasara の訳語で、限り無
ない広大さを示す用語であり、「無辺」と漢訳される。rab ’byams smra ba、あるい
は、rab ’byams pa とは、語義的には膨大な仏典に通達した者を指す用語である。ゲ
ルク派が出現する以前に、ウーの六大寺（デワチェン寺、サンプ寺、ツェル・クンタ
ン寺、ガワドン寺、キョルモルン寺、スルプ寺）において最高学位を指す称号は特に
なかったが、サキャ派のチャムチェンラプジャムパ・サンギェペル（₁₄₁₁‒₁₄₈₅）が、
ウーの六大寺において五大仏典のタコルを行ったことを契機として用いられるように
なった。これについては、前出の『マントゥ仏教史年表』の他、『トゥンカル大辞典』
p. ₁₈₉₁f. 参照。
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s
17

kor）」を行うべく上申をもなさった。その頃、正理を語る一群の者達の
最上の荘厳である大学者ニマタンパ・シェーラプジンパ（rigs pa smra ba’i 

khyu rgyan dam pa mkhas pa chen po Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pa）

とお会いになった。その時分、論理学について彼に敵う者はないと非常
に高名であったので、『［量］評釈』（ｒɴａⅿ　’ɡｒｅˡ）の難問をはじめ徹底的
な質疑（dri gtugs）を多数なさったところ、上師（＝シェーラプジンパ）も
また喜んで、「貴方のこれらの質問は難問であるので、私にも啓発され
るところがある」と仰ったが、このことは、「賢者は賢者の前で美しい」
（mkhas pa mkhas pa’i drung na m

18
dzes）という逸話（rnam thar）であるよ

うに見える。」（『クンケン伝』pp. ₃₃．₁‒₃₄．₁₂）

　これによれば、ジャムヤンシェーパが最初にシェーラプジンパに出会ったの
は、彼が二十五歳の年、即ち、₁₆₇₂年であり、ジャムヤンシェーパがカチュの
タコルを行うためにサンプ寺を来訪した際に、シェーラプジンパに出会ったこ
とになる。『クンケン伝』によれば、ジャムヤンシェーパは、その後デプン寺に
戻り、師のロトゥギャンツォ（Blo gros rgya mtsho）に翌年サンプ寺でタコルを
行うことについて許可を求めたところ、師はラサのモンラム・タコル（lHa sa 

smon lam gyi grwa skor）を行うように勧めたが、ジャムヤンシェーパはそれを
固辞したことが伝えられている

19
。その後、ニマタン学堂にペンツァム（dpe 

m
20

tshams）に赴き、そこで再び、シェラープジンパの下で、『量評釈』の講義を
受けている。即ち、

₁₈  『サキャ善説』₁₁₆a: mkhas pa mkhas pa’i nang na mdzes.
₁₉  『クンケン伝』p. ₃₄．₁₇‒₂₁参照。ラサのモンラム・タコルは、モンラム・タムチャー
（smon lam dam bca’）とも称するが、大モンラム祭（smon lam chen mo, 大誓願祭）
の際に、三大寺の僧侶達が五大仏典について執り行う問答の最終試問である。大モン
ラム祭自体はツォンカパの創始によるが、その際に、問答の試問を執り行い、その優
劣に応じて受験者に順位を付け、ゲルク派の最高学位「ゲシェ・ララムパ（dge bshes 
lha rams pa）」の称号を授ける慣習は、₁₆₁₃年に、パンチェンラマ四世ロプサンチュ
ーキギェルツェン（Pan chen blo bzang chos kyi rgyal mtshan, ₁₅₇₀‒₁₆₆₂）が大モ
ンラム祭の大会責任者（tshogs dbu）を六年間務めた際に新たに設けられたと云われ
る。『トゥンカル大辞典』p. ₁₆₄₈参照。

₂₀  ペンツァム（dpe mtshams）とは、特に典籍（dpe cha）を暗記するために行われる
ツァム（mtshams/ sku mtshams, 独居行）の一種である。
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「それから、ニ［マ］タン・ラプラン（Nyi thang bla b
21

rang）にペンツ
ァムに赴き、学堂教科書の中観［の典籍

22
］（grwa tshang gi yig cha’i dbu 

ma）と、ケツェル・ケンポ・ジャムヤンクンガーチューサン（sKyed tshal 

mkhan po ’Jam dbyangs kun dga’ chos bzang, ₁₄₃₃‒₁
23

₅₀₃）により著作された
『律・聖言と正理の宝蔵』（’Ｄｕˡ　ｂａ　ˡｕｎɡ　ｒｉɡｓ　ɡｔｅｒ　ⅿｄｚｏｄ）の二つを心に習
熟するまで暗記した。『［量］評釈』は以前から暗記し終わっていたが、
再び、ニマタンの師（Nyi ma thang dpon slob, i. e., Shes rab sbyin pa）の下
で、詳細な講義（zhib khrid）［を受け、］質疑（dogs gcod）を詳しくなさ
り、［その後］再び、デプン寺に戻った」（『クンケン伝』pp. ₃₄．₂₁‒₃₅．₅）

　翌年の₁₆₇₃年の春にサンプ寺を再度来訪し、サンプ夏期法苑（gSang phu 

dbyar chos）の際に、サキャ派とゲルク派の十一の学堂から僧衆が集まった中央
で、五日間に渡り、五大典籍のタムチャー（問答試問）を行い、ラプジャムマワ
（rab ’byams smra ba）の称号を得た

24
。これはゲルク派の最高学位であるゲシ

₂₁  ここでニタン（Nyi thang）とは、ニマタン（Nyi ma thang）の省略形であり、ラ
プランとは、通常、「トゥルク（sprul sku, 化身）」と称される高僧の住居を指すが、こ
の文脈では、ニマタン学堂の或る特定のトゥルクの住居ではなく、恐らくニマタン学
堂そのものを指すものと推察される。

₂₂  ここで言及されている「学堂教科書」がニマタン学堂の教科書とゴマン学堂の教科
書の何れを指すのか判然としないが、前後の文脈から判断してニマタン学堂の中観の
教科書を指す可能性がある。『黄瑠璃史』（₁₆₉₈年造）によれば、当時ニマタン学堂で
は、中観と般若の教科書はセラジェツゥンパ（Se ra rje btsun chos kyi rgyal mtshan, 
₁₄₆₉‒₁₅₄₄）の著作を使用していたとあるので（『黄瑠璃史』p. ₁₄₈．₁₉）、もしこの推定
が妥当であれば、この時、ジェツゥンパの中観の著作、恐らくは、中観総義（dbu ma’i 
spyi don）を暗記したことになる。

₂₃  十五世紀のサキャ派の学僧。彼の略伝については、『雪域歴代名人辞典』p. ₆₃₀f. 参
照。それによれば、ケツェル寺でチャムチェンラプジャムパ・サンギェペルに師事し
て顕密の多数の典籍を修学した人物である。ジャムヤンシェーパが何故にニマタン学
堂でサキャ派の学僧の律の著作を暗記したのは定かではない。『黄瑠璃史』によれば、
ニマタン学堂では律と俱舎の教科書は特に定められておらず、『黄瑠璃史』著作時
₁₆₉₈年頃には、律はセラジェツゥンパの弟子であるデレクニマ（bDe legs nyi ma）の
著作を使用していたとある（『黄瑠璃史』p. ₁₄₈．₂₀）。委細不明だが、サキャ派の多く
の学堂を擁するサンプ寺では、当時、ジャムヤンクンガーチューサンの律の著作が教
科書として一般的に使用されていたのかもしれない。

₂₄  『クンケン伝』pp. ₃₅．₁₈‒₃₆．₂₁参照。
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ェ・ララムパ（dge bshes lha rams pa）に実質的に相当するものである。ゲシェ・
ララムパの称号を得るためは、ラサの大モンラム祭（smon lam chen mo）の際に
タムチャーを行う必要があるが、前述したように、ジャムヤンシェーパはそれ
を固辞して、代わりに、サンプ寺でタムチャーを行い、ラプジャムマワの称号
を得たわけである。何故に、大モンラム祭でタムチャーを行わずに、わざわざ
サンプ寺でタムチャーを行ったのかは『クンケン伝』には明記されていないが、
後で紹介する自伝によれば、サンプ寺の師であるシェーラプジンパの指示であ
ったことが分かる。このことは、ジャムヤンシェーパにとってシェーラプジン
パの影響力の大きさが如何なるものであったかを如実に示唆するものである。
　サンプ寺でタムチャーを行った際には、ニマタン・ラプランからも厚い供養
を受け、再度、師であるシェーラプジンパと会合して久しく討論を重ねたこと
が伝えられている。その際の師弟の興味深い会話が『クンケン伝』に引かれて
いるので、引いておこう。

「この大徳（rJe ’di, i. e., ジャムヤンシェーパ）が、「貴方は如何なる誓言
（thugs dam）をお立てになっているのか」と質問したところ、［師シェ
ーラプジンパは］「取り立てて誓言という程のものはない。朝、夜が明け
てから晩まで、晩もまた、少しでも空いた時間があれば、教典を見て、
寝る前には、「今日は教典についてこのような聞思を行い、これこれの
啓発を受けた。大いなる福徳があらんことを」と心に憶い、善行を教法
と衆生のために廻向し、贍部州の者は睡眠の地に属するもの（gnyid kyi 

sa pa）であるので、睡眠によりこの身体を養い、翌日もまた、教典を研
究しようと発奮して、後日もその通りに行う」と仰ったので、この大徳
（＝ジャムヤンシェーパ）の御心にも、［自分も］その通りにしようとお考
えになり、［師に対する］信仰もまた以前よりも無比なるものが起こった。
後にも、「私のそれらの上師達の中で、ニマタンパ（＝シェーラプジンパ）

は高い見識（rtogs pa mtho ba）がある。彼の誓言を立てる仕方はこのよ
うなものである」と繰り返し称賛なさった。」（『クンケン伝』p. ₃₇．₆‒₁₈）

　以上、『クンケン伝』を資料として、ジャムヤンシェーパとシェーラプジンパ
の交流について紹介した。『クンケン伝』によれば、ジャムヤンシェーパは、
₁₆₇₂年、中観学級に進級した年に、サンプ寺でカチュ・タコルを行い、翌年の
サンプ夏期法苑の際に、同じくサンプ寺でラプジャム・タコルを行った。つま
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りサンプ寺では₁₆₇₂年と₁₆₇₃年に二度タコルを行ったわけだが、シェーラプジ
ンパに出会ったのは、₁₆₇₂年のカチュ・タコルの際とされる。
　これに対して、ジャムヤンシェーパの自伝では、シェーラプジンパに出会っ
た時期について、些か齟齬が見られるので、次に自伝を資料として、この一連
の経緯を追っておこう。当該部分の訳文は以下の通りである。

「二十五歳の水子年（cha bya’i (read: byi’i) lo, ₁₆₇₂）に、中観と『［量］
評釈』を法苑で共に暗記して（chos grwar zung ’dzin）、内々にも（nang du 

yang）、俱舎と律（mdzod ’dul）を暗記し終わった（gzung z
25
in）。二人の善

知識（bshes gnyen dam pa gnyis）は［大モンラム祭で］タコルを行うよ
う仰ったが

26
、［それを］受け入れずに、参拝の［一つの］仕方として

（mchod mjal tshul du）、サンプ寺で、『［量］評釈』に対する自分の新し
い註釈（rang tik gsar p

27
a）に基づき、カチュ［・タコル］（dka’ bcu [grwa 

skor]）を行った。
その前年（de’i snga lo, ₁₆₇₁）、解説・問答・著作（’chad rtsod rtsom）に対

₂₅  『クンケン伝』に明記されているように、ジャムヤンシェーパは、二十五歳の年に中
観学級に進級したので、「法苑」即ち学級（’dzin grwa）で問答を通じて学ぶべき中観
のテキスト及び『量評釈』を暗記したが、それのみならず、上の学級で学ぶべき俱舎
と律の典籍もまた、「内々に」即ち個人的に暗記したという意味。ゲルク派では、論理
学（＝『量評釈』）の研究は、独立した学級ではなく、一年に一ヶ月半程ジャン冬期法
苑（’Jang dgun chos）の際に修学する慣習があるので、中観とともに論理学をも兼学
したことがこの記述から窺われる。しかし、『クンケン自伝』及び『クンケン伝』には、
ジャン冬期法苑に対する明示的な言及は確認されないので、この時代にはまだジャン
冬期法苑という呼称や制度が確立していなかった可能性もある。その点については今
後の検討課題である。但し、ジャン冬期法苑が成立していたにせよいなかったにせよ、
中観学級の際に論理学を法苑で修学したことについては、ここに明記されているので、
疑いないところである。

₂₆  『クンケン伝』によれば、二人の善知識のうちの一人は、学堂長ロトゥギャンツォで
あり、大モンラム祭でタコルを行うよう要請したことを指しているのであろう。『ク
ンケン伝』p. ₃₄．₁₇‒₂₀参照。『クンケン伝』にはもう一人が誰かは明記されていない。

₂₇  ジャムヤンシェーパが現存する『量評釈』第一章の精解を著したのは、₅₃歳の年、
₁₇₀₀年である。『クンケン伝』p. ₈₅．₁₂参照（西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、p. ₆₄₉）。それ故、こ
こで「自分の新しい註釈」はそれとは別のものである。これは全集に収録されている
作品ではなく、修学時代に記した覚書程度のものであろう。
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して文殊その者となった（＝文殊ご自身の如くに通達した）プラジュニャー
ダーナ（Prajñādāna, alias, Shes rab sbyin pa）の下で、論理学、律、阿毘達
磨（tshad ma ’dul mngon）の難解な箇所を半月余り（zla phye lhag）、詳細
に聴講した或る時分、冬の夜が明け日が昇るまで研究した。その善知識
（＝シェーラプジンパ）はお喜びになり、お互いに心が一つになった（phan 

tshun sems gcig byung）。
その年（₁₆₇₂）に、カンギュルワ（bKa’ ’gyur b

28
a）とメルゲン（Mer rgen 

(read: r
29

gan)）から、［ゲンドゥンドゥプ造］『律註宝環』（’Ｄｕˡ　tｉｋ　ｒｉｎ　ｃʰｅｎ　

ｐʰｒｅｎɡ　[ｂａ], Toh ₅₅₂₃）等の多くの法を得た（＝聴聞した）。
水
30
丑年（chu glang lo, ₁₆₇₃）には、［ゴマン学堂の］法苑で中観と論理学の

二つ（dbu tshad gnyis）［を主に修学し］、俱舎についてもまた［講義を］
傍聴（zur nyan）したが

31
、サンプ寺で、文殊怙主シェーラプジンパ（’Jam 

mgon Shes rab sbyin pa）が、前年（snga lo, ₁₆₇₂）より、「ここ（＝サンプ

寺）でラプジャム［・タコル］を行え（’di ru rab ’byams gyis）」と仰って
いた通りに、五帙［の典籍

32
］に対して五日間タムチャーを行ったので、

ラプジャムマワの端緒はここから開かれた（rab ’byams smra ba’i thog ma 

de nas tshugs）。他の帙についても、［問答の際は］回答は寝ていないだけ
のもので

33
（lan ni ma gnyid tsam）、論理学［の問答］の際に［も］、手を

₂₈  パンチェン・カンギュルワ・ジンパギャンツォ（Pan chen bka’ ’gyur ba sbyin pa 
rgya mtsho）のこと。『クンケン自伝』₅b₁参照。

₂₉  メルゲンラマ・ガワンロトゥ（Mer rgan bla ma Ngag dbang blo gros）のこと。『ク
ンケン自伝』₅b₅参照。

₃₀  以下の文章は、『クンケン伝』に、bka’ rtsom からの引用として引かれている。『ク
ンケン伝』p. ₃₆．₁₄‒₂₁参照。

₃₁  当時、ジャムヤンシェーパは中観学級に所属していたので、上級の学級で学ぶべき
俱舎については、法苑で問答はせずに講義だけ傍聴したという意味。既に前年に俱舎
と律を暗記し終えたとあるので、ジャムヤンシェーパが学級内で修学する学課のみな
らず、自ら進んでより上級の学課をも個人的に修学していたことが窺われる。

₃₂  論理学、般若学、中観学、律学、俱舎学の五つの根本典籍のこと。即ち、『量評釈』、
『現観荘厳論』、『入中論』、『律経』、『俱舎論』の五つを指す。

₃₃  『クンケン伝』では以下の記述に対応している。『クンケン伝』p. ₃₆．₈f.: po ti gzhan 
gyi nyin khong tshos ham pa byas kyang kha rog bzhugs/「他の帙［について問答
する］日には、彼ら（＝サンプ寺の質問者達）は、大口を叩いたが、黙然としていた。」
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少し抜いた
34

（lag cung zad phyung）。しかしながら、［質問者と答論者は］
相互に智慧と取り分け喜びが増した

35
（’on kyang phan tshun rnam dpyod lhag 

dga’ rgyas）。稀有にして偽りのない予兆（ltas mtshan）もまた幾つか起こ
った。」（『クンケン自伝』₅b₆‒₆a₅）

　ここには、シェーラプジンパは二度に渡り言及されている。第一回目は、
「プラジュニャーダーナ（Prajñādāna）」という梵語名で言及されているが、
₁₆₇₁の年の冬に、ジャムヤンシェーパは、彼の下で、論理学、律、阿毘達磨の
難解な箇所を半月余り詳細に聴講したと記されている。『クンケン伝』では、ジ
ャムヤンシェーパがシェーラプジンパに最初に出会ったのは、₁₆₇₂年のことと
されるので、その点に食い違いが見られる。『クンケン伝』の著者であるクンチ

　恐らくは、サンプ寺の質問者達が大口を叩いて、適切な質問をしてこなかったので、
それに対する回答も熱の入ったものとはならなかったという意味であろう。

₃₄  『クンケン伝』では以下の記述に対応している。『クンケン伝』p. ₃₆．₉‒₁₂: ｒɴａⅿ　’ɡｒｅˡ 
gyi nyin thugs ngar ngar byas te “khyed tsho la yod na de ring thong shog” gsungs 
pas/ khong tsho’i khrod nas dge bshes dregs par rlom pa mtha’ dag langs nas bgro 
gleng byas par gcig gis kyang rigs lung ma song bas kha skyengs/「『［量］評釈』

［について問答する］日には、［ジャムヤンシェーパは］血気盛んに、「貴方がたに［何
か問答すべきことが］あるならば、今日［問答］してきなさい」と仰ったので、彼ら

（＝サンプ寺の質問者達）の中から［自分の学識に］自惚れている善知識は全て立ち上
がり討論したが、一人として正理と聖言が至らなかったので、恥じ入った。」
　つまり論理学に関する問答では誰もジャムヤンシェーパに敵わなかったので、回答
するに際して些か手を抜いたという意味であろう。

₃₅  『クンケン伝』では以下の記述に対応している。『クンケン伝』p. ₃₆．₁₂‒₁₄: ’on kyang 
thams cad kyis “da lo’i grwa skor pa ’di ’dra’i dge bshes” zhes blo gzu bos bsngags 
brjod kyi me tog ’thor bar byas so//「しかしながら、［サンプ寺の］全ての者達は、「今
年のタコルパ（＝タコルを行う者）はこれ程の善知識だ」と素直な心で讃辞の花を撒
いた。」

　rnam dpyod lhag dga’ rgyas の構文が些か判然としないが、rnam dpyod dang lhag 
par dga’ ba rgyas の意味で解釈しておく。

₃₆  ジャムヤンシェーパの未完の自伝は、ｒɴａⅿ　ｔʰａｒ　ｂｋａ’　ｒｔｓｏⅿ　ｔｓʰｉɡｓ　ｂｃａｄ　ⅿａ と称
されるが、この書名は bka’ rtsom（御著作）という敬語が使用されているところから
も、ジャムヤンシェーパ自身により名付けられたものではなく、後代の弟子筋に当た
る者により付けられたものと推定される。年代的に見てジャムヤンシェーパの自伝を
bka’ brtsomと称するのは、ジクメワンポに端を発する可能性もある。
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ョク・ジクメワンポは、無論この自伝を見ており、「御著作（bka’ r
36

tsom）」とい
う名でしばしば引用もしているが、この「プラジュニャーダーナ」という人物
が、シェーラプジンパを指すことに気が付かなかった可能性もある。実際、
『クンケン伝』では、ジャムヤンシェーパがシェーラプジンパから修学したの
は、『量評釈』としか記されおらず、他にも律や俱舎を学んだことについては言
及が見出されない。それ故、ジャムヤンシェーパがシェーラプジンパと出会っ
た年は、ジャムヤンシェーパ自身が明記しているように、₁₆₇₁年と考えておき
たい。
　第二回目の言及は、₁₆₇₃年にサンプ寺で行ったラプジャム・タコルに関する
記述の中に見出されるが、そこでは、前年、即ち、₁₆₇₂年に、シェーラプジン
パがジャムヤンシェーパにサンプ寺でラプジャム・タコルを行うよう命じてい
たことが明記されている。『クンケン伝』によれば、デプン寺での師匠にして座
主でもあるロトゥギャンツォの指示に背いてまで、サンプ寺でタコルを行うこ
とに固執したが、その背景には、シェーラプジンパの強い影響力があったこと
が見て取れるのである。ジャムヤンシェーパ自ら、自身とシェーラプジンパに
ついて、意気投合し、「お互いに心が一つになった」とまで明記していることは、
両者の絆の強さを如実に表していると言えよう。自伝において、「参拝の［一つ
の］仕方として（mchod mjal tshul du）」、サンプ寺でカチュ・タコルを行ったと
あるが、これは、前年に師事したサンプ寺のシェーラプジンパの学恩に報いる
意味合いを示す文章と思われる。ここに「参拝」と訳した mchod mjalという
語は、一般に、供養（mchod pa）の対象である三依（rten gsum）、即ち、仏像、
経典、仏塔にお会いすること（mjal ba）を意味し、具体的には三依を備えた寺
院へ参拝することを意味するが、師の居寺ニマタン学堂の本山であるサンプ寺
に参拝することを通じて、師に対する供養となしたのであろう。
　以上、ジャムヤンシェーパの伝記資料から、シェーラプジンパに関連する記
述を紹介した。ここからシェーラプジンパがジャムヤンシェーパの修学時代の
主要な師の一人であり、ジャムヤンシェーパに大きな影響力を与えた人物であ
ることが確認されたことになる。シェーラプジンパの伝記資料が得られない現
状、今後同様の情報収集を積み重ねることを通じて、いわば外側からシェーラ
プジンパの人物像をより明確なものとして浮き彫りにしていくことが必要とな
っている。
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２．シェーラプジンパの著作

　シェーラプジンパの著作については、仏教電子資料センター（Buddhist Digital 

Resource Center, abbr. BDRC, i. e., TBRC）のデータベースによれば、以下に紹介
する大谷大学図書館所蔵の一連のウメ書体の写本以外には情報がなく、知られ
ているところは余り多くない

37
。しかるに、シェーラプジンパはモンゴル人であ

るところから、モンゴルに彼の諸著作が保存されている可能性があり、実際、
モンゴル国立図書館（National Library of Mongolia）には、彼の二作品の木版本が
所蔵されていることが判明した。そこで、以下に現時点で知られているシェー
ラプジンパの著作について紹介しておこう。

（₁）大谷大学図書館所蔵のテキスト
　ニマタンパ・シェーラプジンパの著作については、中観学、論理学、般若学
の以下の八作品が大谷大学図書館に所蔵されている。

１．  ɴｙｉ　ⅿａ　ｔʰａｎɡ　ｄｐｏｎ　ｓˡｏｂ　Ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　ｐａｓ　ⅿｄｚａｄ　ｐａ’ｉ
38
 ｂＤｅｎ　ɡｎｙｉｓ　

ｋｙｉ　ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ（ニマタン師シェーラプジンパにより著作された二諦精

解）［Ota ₁₃₉₄₉: Ca. ₁‒₁₅b₄］
２．  ɴｙｉ　ｔʰａｎɡ　ｄʙｕ　ⅿａ’ｉ　ｔｓʰａｄ　’ɡｏɡ　[ɡｉ　ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ]（ニタン中観量否定

［精解］）［Ota ₁₃₉₅₀: Ca. ₁‒₂₄b₄］
３．  ɴｙｉ　ⅿａ　ｔʰａｎɡ　ｂˡａ　ⅿａ　Ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　ｐａ’ｉ　Ｃʰｕ　’ｂａｂ　ｋｙｉ　ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ

（ニマタン上師シェーラプジンパの水流精解）［Ota ₁₃₉₅₁: Ca. ₁‒₁₃a₄］
４．  ɴｙｉ　ⅿａ　ｔʰａｎɡ　ｄｐｏｎ　ｓˡｏｂ　Ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　ｐａｓ　ⅿｄｚａｄ　ｐａ’ｉ　ｄʙｕ　ⅿａ　

ｄｕｓ　ɡｓｕⅿ　ｒｎａⅿ　ɡｚʰａɡ　ɡｉ　ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ（ニマタン師シェーラプジンパ

により著作された中観三時設定精解）［Ota ₁₃₉₅₂: Ca. ₁‒₁₆b₈］
５．  ɴｙｉ　ⅿａ　 ｔʰａｎɡ　ｐａ　ｄｐｏｎ　 ｓˡｏｂ　Ｓʰｅｓ　 ｒａｂ　 ｓｂｙｉｎ　ｐａｓ　ⅿｄｚａｄ　ｐａ’ｉ　ｄʙｕ　

ⅿａ　ｂｄａɡ　’ɡｏɡ　ɡｉ　ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ（ニマタン師シェーラプジンパにより著作

された中観我否定精解）［Ota ₁₃₉₅₃: Ca. ₁‒₂₆a₃］

₃₇  ₂₀₁₇年９月現在の情報である。TBRC は、Tibetan Buddhist Resource Center の略
語であり、BDRC の旧名である。url は、https://www.tbrc.org/

₃₈  写本では、mdzad pa’i が重複して記されているが、明らかに誤記なので、修正して
おく。



17真宗総合研究所研究紀要　第₃₅号

６．  ɴｙｉ　ⅿａ　 ｔʰａｎɡ　 ｐａ　 Ｓʰｅｓ　 ｒａｂ　 ｓｂｙｉｎ　 ｐａｓ　ⅿｄｚａｄ　 ｐａ’ｉ　 ɡＺʰａｎ　 ｓｅˡ　 ɡｙｉ　
ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ（ニマタンパ・シェーラプジンパにより著作された他者排除精

解）［Ota ₁₃₉₅₄: ₁‒₁₀a₈］
７．  ɴｙｉ　ⅿａ　ｔʰａｎɡ　ｐａ　Ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　ｐａｓ　ⅿｄｚａｄ　ｐａ’ｉ　Ｐʰａｒ　ｐʰｙｉｎ　ｓｋａｂｓ　

ｄｏｎ　ｐｏ’ｉ　ｂｋａ’　ｂｓｔａｎ　ｂｃｏｓ　ｙａｎ　ɡｙｉ　ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ（ニマタンパ・シェーラ

プジンパにより著作された般若第一章「仏言・論書」までの精解）［Ota 
₁₃₉₅₆(₁): Tha. ₁‒₄₁a₁］

８．  ɴｙｉ　ⅿａ　ｔʰａｎɡ　ｐａ’ｉ　Ｄｏｎ　ｂｄｕｎ　ｃｕ’ｉ　ｓｋａｂｓ　ɡｎｙｉｓ　ｐａ　ɡｓｕⅿ　ｐａ　ｂｚʰｉ　ｐａ　
ˡｎɡａ　ｐａ　ｒｎａⅿｓ（ニマタンパの七十義の第二章・第三章・第四章・第五章）

［Ota ₁₃₉₅₆(₂): Tha. ₁‒₁₉a₆］

　これらは、何れも隠字体で記されたウメ書体の写本であるが、このうち最初
の六つの作品については、その影印版が大谷大学真宗総合研究所から出版され
ている。

サンプ僧院ニマタン学堂長シェラプジンパ著『中観学説決択集　原本複
製　付解題』（大谷大学所蔵西蔵蔵外文献叢書３）臨川書店、₁₉₉₀。

　このうち、前五者は、チャンドラキールティ（Candrakīrti）の『入中論』
（Ｍａｄʰｙａⅿａｋāｖａｔāｒａ）第六章（第六発心）に対する註釈であるのに対して、最後
の著作は、論理学の一主題である他者排除論（anyāpoha 論）を論じた独立の作
品である。ゲルク派の学堂教科書は、概して、より一般的な概説書である「総
義（spyi don）」と、問答の争点となる細かい主題を解説した「精解（mtha’ 

dpyod）」という二つの形式により記されているが、ここに収められた作品は全
て精解に当たる。但し、ゲルク派では、般若総義（Phar phyin spyi don）及び般
若精解（Phar phyin mtha’ dpyod）、中観総義（dBu ma’i spyi don）及び中観精解
（dBu ma’i mtha’ dpyod）、量評釈精解（rNam ’grel mtha’ dpyod）等の形で著され
るのが一般的であり、各学課ごとに独立した註釈を付けることはあまり見ない
ので、その点が特徴的である。
　これら一連の作品の奥書には、著者名や著作地、著作年は明記されていない
ので、そこから書誌情報を得ることが出来ない。但し、表題には、著者名が明
記されているので、この一連の著作がニマタン学堂のシェーラプジンパの作品
であることが分かる。参考までに、以上の八作品の表題の部分のみを写本から
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転載しておく。

nyi ma thang dpon slob shes rab sbyin pas mdzad pa’i 〈mdzad p
39
a’i〉 bden 

gnyis kyi mtha’ dpyod bzhugs so.

nyi thang dbu ma’i tshad ’gog.

nyi ma thang bla m
40
a shes rab sbyin pa’i chu ’bab kyi mtha’ dpyod bzhugs so.

nyi ma thang dpon slob shes rab sbyin pas mdzad pa’i dbu ma’i dus gsum 
rnam bzhag gi mtha’ dpyod bzhugs.

nyi ma thang pa dpon slob shes rab sbyin pas mdzad pa’i dbu ma’i bdag ’gog 
gi mtha’ dpyod bzhugs so.

nyi ma thang pa shes rab sbyin pas mdzad pa’i gzhan sel gyi mtha’ dpyod 
bzhugs.

₃₉  この〈...〉で括った語は重複しており、削除すべきである。
₄₀  電子テキストでは、bla maではなく、dpon slob と記しているが、誤りである。
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nyi ma thang pa shes rab sbyin pas mdzad pa’i phar phyin skabs dang po’i 
bka’ bstan bcos yan gyi mtha’ dpyod bzhugs so.

nyi ma thang pa’i don bdun cu’i skabs gnyis pa gsum pa bzhi pa lnga pa (?
41
)... 

rnams bzhugs.

　この表題には、「著作された／なさった（mdzad pa）」という敬語が使用され
ているので、シェーラプジンパ自身が付けたものではなく、後代の人物、恐ら
くは、彼の弟子筋に当たる誰かが付けたものである。また表題の書体や書式は
一貫しておらず、筆跡も大部分別人の手になるものと推定される。

（₂）モンゴル国立図書館所蔵のテキスト
　モンゴル国立図書館には、未整理の膨大な作品群が所蔵されていることは夙
に知られているところであり、その目録作成作業は、アジア古典入力プロジェ
クト（Asian Classics Input Project, abbr. ACIP）により着手されてきた。その尽力
により、部分的にではあるが、電子目録が作成されており、検索可能な状態と
なっている

42
。それによれば、同図書館には、シェーラプジンパの律と論理学の

₄₁  この箇所は文字が良く判読できない。lnga の後のツェクの下の跳ね文字不明。その
直後の pa の後はツェクのはずだが、シャプキュ（zhabs kyu）が付いているように見
える。これが何を指すのかも不明。『大谷西蔵文献目録』p. ₆₃₆では、lnga pa と転写し
ているので、その読みに従っておく。

₄₂  大谷大学大学院のモンゴル人留学生ボルマー（Arildii Burmaa）氏を通じて、モン
ゴル国立図書館の司書の方に確認したところ、モンゴル国立図書館が所有するチベッ
ト語仏教文献のコレクションは₁₀₀万巻以上あるが、そのうち電子目録に入力された
ものは約₂₅万点であり、多く見積もっても全体の₁/₄弱に過ぎない。その約₂₅万点の
うち、木版本は凡そ７割を占め、残りの３割は写本である。但し全ての木版本のコレ
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二作品の木版本が所蔵されていることが判明したので、ここに紹介しておく
43
。

１．  ʟｕｎɡ　ｄａｎɡ　ｒｉɡ[ｓ]　ｐａ’ｉ　ɡｔｅｒ　ｃʰｅｎ　ｐｏ　ˡｅɡｓ　ｐａｒ　ｂｓʰａｄ　ｐａ’ｉ　ｄｕｓ　ｔｓʰｉɡｓ　
ɡｓａˡ　 ｂａｒ　 ｂｙｅｄ　 ｐａ’ｉ　 ｎｙｉ　 ⅿａ　 ｚʰｅｓ　 ｂｙａ　 ｂａ　 ｂｚʰｕɡｓ　 ｓｏ.  目 録 番 号：
M₀₀₅₄₈₂₄‒₀₁₇. ₁a‒₅₀a (₇行). ₅₄．₀×₇．₀ cm.

２．  Ｋｕｎ　ⅿｋʰｙｅｎ　ｎｙｉ　ⅿａ　ｔʰａｎɡ　ｂａ　ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　ｐａ’ｉ　ｚʰａˡ　ｓｎɡａ　ｎａｓ　
ｋｙｉｓ　ⅿｄｚａｄ　ｐａ’ｉ　 ɡｚʰａｎ　 ｓｅˡ　 ɡｙｉ　ｄｐｅ　 ｔｓʰｉɡ　ｂｚʰｕɡｓ　 ｓｏ.  目録番号：
M₀₀₅₅₈₃₉‒₀₂₇. ₁a‒₂₈a (₆行). ₄₆．₀×₇．₀ cm.

　以上の書誌情報は、同図書館の電子目録の情報による。このうち、前者の作
品については、在印ゴマン学堂図書館から活字本の形で出版されており、後者
については、そのコピーを入手することができたので、以下に、この二つのテ
キストについて些か解説を加えておきたい。

（a）シェーラプジンパの律の作品について：
　モンゴル国立図書館の電子目録には、奥書（dpar byang, 出版後記）が転写され
ており、そこから同テキストの書誌情報を回収することが出来る。それによれ
ば、同書は稀覯書なので、テーデンチュンゼ・ロプサンガワン（Dad ldan chos 

mdzad Blo bzang ngag dbang）が出版し、デプン寺ゴマン学堂のゲンドゥンジン
パ（sGo mang bla ma dge ’dun sbyin pa）がその出版後記誓願文（dpar byang smon 

tshig）を付した旨が明記されており、その末尾には、この版本はゴマン学堂の
印刷所（sGo mang par khang）に所蔵されていることが付記されている

44
。ちなみ

クションが電子目録に入力されているわけではなく、未整理のものもかなり残されて
いる。この電子目録作成作業は ACIP により₁₉₉₉年に開始されたが、₂₀₁₁年５月に
ACIP が経済的理由により撤退したので、現在は入力作業は殆ど停止しているとのこ
とである。

₄₃  この情報の入手にあたっては、ボルマー氏（前出）の助力を得た。記して感謝の意
を表する次第である。

₄₄  モンゴル国立図書館の電子目録に記載された奥書を転写しておく：ces Nyi ma 
thang bla ma shes rab sbyin pas mdzad pa’i dus tshigs kyi rnam bzhag ’di ni dpe 
rgyun dkon zhing/ rigs lam smra ba rnams la mkho che bas Dad ldan chos mdzad 
Blo bzang ngag dbang nas par du bskrun skabs par byang smon tshig dgos zhes 
srid na ring ba’i lha dang bcas bskul ngor sGo mang bla ma dGe ’dun sbyin pas bris 
pa’o// par ’di sGo mang par khang du bzhugs//  // dge legs ’phel//  //
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に、この著作が稀覯書であることは、『アク稀覯書目録』に記載されていること
からも確認されるところである

45
。

　この作品は在印ゴマン学堂図書館からも活字本として出版されているが
46
、同

活字本序文によれば、この作品は、ゴマン学堂で教科書のように使用されてき
たものであり、インドではテキストが入手できず、モンゴルから入手したもの
である

47
。著者自身の奥書（mdzad byang）によれば、Prajñādānaśrī、即ち、シェ

ーラプジンペーペル（Shes rab sbyin pa’i dpal）により、木卯年（shing mo yos lo, 

₁₆₇₅）ホル月二月に、ニマタン学堂で著作されたものである
48
。奥書を具えた完

本であり、奥書には、ʟｕｎɡ　ｄａｎɡ　ｒｉɡｓ　ｐａ’ｉ　ɡｔｅｒ　ｃʰｅｎ　ｐｏ　ｄｕｓ　ｔｓʰｉɡｓ　ɡｓａˡ　ｂａ’ｉ　
ｎｙｉ　ⅿａという書名が明記されている。前述したように、ジャムヤンシェーパが
サンプ寺でラプジャム・タコルを行ったのが、₁₆₇₃年なので、その二年後に記
された作品である。
　これと上記のモンゴル国立図書館所蔵本の関係が気になるところであるが、
ゴマン学堂図書館刊行本は、その奥書によれば、出版後記誓願文は同文である
が、末尾にこのテキストがタシチューペル学堂（bKra shis chos ’phel grwa tshang）

において出版された旨が明記されている
49
。そこから、このテキストは、上述の

テーデンチュンゼにより出版されたテキストをタシチューペル学堂において再
版したものであり、現在モンゴル国立図書館に所蔵されているテキストとは同
系統ではあるが、全く同じテキストであるわけではないことが判明する。それ
故、この律の作品については、同系統の異なる木版本が二本現存していること
がここで確認されたことになる。ここでは便宜上、ゴマン学堂から刊行された

₄₅  MHTL no. ₁₁₇₉₄: Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pa’i Ｄｕｓ　ｔｓʰｉɡ/
₄₆  これは、mKhan chen bsKal bzang dngos grub の律の著作と合本で以下の形で出

版されている。
ｓＰｙｉｒ　ｂｓｔａｎ　ɡｙｉ　ｒｎａⅿ　ｂｓʰａｄ　ｔʰｕｂ　ｂｓｔａｎ　ｒｉｎ　ｐｏ　ｃʰｅ　ɡｓａˡ　ｂａ’ｉ　 ｓɡｒｏｎ　ⅿｅ　ｄａｎɡ/　
’Ｄｕˡ　ｂａ’ｉ　ｄｕｓ　ｔｓʰｉɡｓ　ɡｓａˡ　ｂｙｅｄ　ｎｙｉ　ⅿａ　ｚʰｅｓ　ｂｙａ　ｂａ　ｂｚʰｕɡｓ　ｓｏ.  Mundgod: Drepung 
Gomang Library, ₂₀₀₅.

　このうち、シェーラプジンパの作品は、同書 pp. ₇₃‒₂₃₁に収録されている。
₄₇  同活字本序文 pp. d-e 参照。
₄₈  同活字本 pp. ₂₂₉．₁₂‒₂₃₀．₅参照。
₄₉  同テキスト奥書の末尾には、こう記されている。da khu re chen mor bKra shis chos 
’phel grwa tshang du spar du bsgrubs//  //
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版本を「ゴマン版」、タシチューペル学堂において再版された版本を、「タシチ
ューペル版」と称しておく。両版本の関係は不明だが、タシチューペル版も、
デプン寺ゴマン学堂のゲンドゥンジンパによって記されたゴマン版の出版誓願
文を共有していることから、ゴマン版の再版本である可能性が高い。またゴマ
ン学堂の印刷所から出版されていることから、このテキストがゴマン学堂で教
科書として使用されてきたことが確認される。

（b）シェーラプジンパの論理学の作品について：
　他方、後者の論理学のテキストについては、ɡＺʰａｎ　ｓｅˡ　ɡｙｉ　ｄｐｅ　ｔｓʰｉɡという
表題から、それが他者排除論を主題とするものであることは疑いない。問題は、
大谷写本中の他者排除論のテキストとの関係であるが、幸い同木版本のコピー
を入手することができたので

50
、大谷写本と比較したところ、同一のテキストで

あることが確認された。それ故、シェーラプジンパのこの他者排除論のテキス
トには、写本と木版本の二本のテキストの現存が確認されたことになる。但し、
両者の間には、一部かなり大きなテキストの出入りが見出されることも同時に
確認された。その委細についてはここでは紙幅の関係上扱う余裕がないので、
稿を改めて紹介することにしたい。
　テキストの特徴としては、大谷写本では、中間偈（bar skabs kyi tshigs su bcad 

pa, antarśloka）で終っており
51
、奥書は見出されないが、木版本では、この中間偈

が欠落しており、代わりに、木版本の校訂者が加えたテキスト修正に関する一
文と出版後記（dpar byang）が付加されている。一般に中間偈は、或る主題とそ
れとは別の主題の間に置かれるものであり、テキストに末尾に置かれるもので
はないので、このことは、奥書が欠落していることと併せて、このテキストが

₅₀  同テキストのコピーの入手に際しては、モンゴルのガンデン・テクチェンリン寺学
術文化研究所のアムガラン（Norovtseden Amgalan）氏の助力を得た。ここに記して
感謝の意を表する次第である。

₅₁  参考までに中間偈を引いておく。大谷写本₁₀a₈: zab dang rgya che gzhung lugs 
rgya mtsho ’di/ blun po rnams kyis go bar dka’ byed pa’i (read: pas?)/ mkhas dang 
grub pa’i dbang phyug khyed rnams kyis/ rig[s] pas dpyad na mig mthong bltad 
mo che/ bdag gzhan rnams kyis (read: kyi) blo mun sel byed du/ dam pas bsngags 
pas spro ba mangs (read: mang) du ’phel/ ces pa’ang bar skabs kyi tshigs su bcad 
pa’o//
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未完の作品であることを示唆するものである。
　また、木版本に付されたテキスト修正に関する一文から、この木版本のテキ
ストには、一部校訂者により字句の省略や付加が加えられていることが判明す
る。参考までに当該箇所を引いておこう。

「［このテキストの］第四フォリオの裏面には、［底本に見られる］yin 
pa srid pa’i bum pa yin pa gang zhig という［一文］が存在しないが、
［仮になくても、内容的にテキストの］脱落の過失（chad pa’i skyon）と
はならないので、記さないでおく。それと同様に、一つ二つ文字が置か
れていない箇所（＝省略した箇所）もあり、一つ二つ文字を付加した箇所
もあることに留意されたい。」（木版本₂₈a₂‒₃

52
）

　ここに言及された yin pa srid pa’i bum pa yin pa gang zhig という一文は、
大谷写本では、文字通りの形では見出されないが、yin pa srid pa’i bum pa gang 
zhigという形で₂b₈と₂b₉の二カ所に言及されているものに当たると推定される。
そして、この箇所は、木版本では確かに何れもこの一文が省略されている。し
かし、その箇所は、この木版本では、第四フォリオの裏面ではなく、第五フォ
リの表面（₅a₃, ₅a₅）に当たり、半フォリオ程ズレが生じている。このズレが生
じた理由が判然としないが、この周辺の箇所では、他にも二カ所ほど文字の省
略が見出されるので、上述の記述はこの箇所を指していることはほぼ疑いない。
このテキストについては、テキスト校訂と翻訳研究を予定しているので、委細
は稿を改めて検討することにしたい。
　なお、木版本の出版後記によれば、このテキストは、ゲシェ・ロプサンニェ
ンタク（dge bshes Blo bzang snyan grags）という人物により出版されたものであ
るが、出版地や出版年については言及が見られないので、委細不明である

53
。

₅₂  shog gru (read: bu?) bzhi pa’i rgyab ngos na/ yin pa srid pa’i bum pa yin pa gang 
zhig// ces pa de med kyang chad pa’i skyon du mi ’gyur bas na/ ma bris pa yin 
la/ de sogs yi ge re re gnyis re ma bzhag pa yang yod/ yi ge re re gnyis re bsnan 
pa yang yod pa thugs la dgongs par mdzod//

₅₃  参考までに、この出版後記の全文を転写しておく。木版本₂₄a₃‒₄: smras pa/ dge 
bshes Blo bzang snyan grags ming ldan pas// dpe ’di par du rko ru bcug pa’i dges// 
’gro kun mdo sngags gzhung gi lam bzang la// yid ches nges rnyed shes rab mig 
thob shog//  //
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　ちなみに、この木版本にも、同テキストの大谷写本同様に、帙番号が付され
ていない。このことは、この木版本は、シェーラプジンパの全集の一部として
ではなく、単独のテキストとして印刷されたことを示唆している。

　以上は、モンゴル国立図書館所蔵の木版本コレクションに見出されるシェー
ラプジンパの作品について現在判明している情報である。これとは別に、同図
書館には膨大な量のウメ書体の写本が保存されており、その中にシェーラプジ
ンパの作品が見出される可能性も大いにある。これについてはまだ目録が作成
されていないので、委細は不明であり、今後の調査課題として残されている。

（₃）大谷写本の特徴について
　以上、シェーラプジンパの作品の資料状況を確認したが、在印ゴマン学堂図
書館から刊行された律の一作品を除けば、既に影印版の形で出版されている大
谷大学図書館所蔵の一連のウメ書体の写本（以下、大谷写本）が現在一般に利用
可能な資料の全体ということになる。そこで、次に、その資料的重要性を鑑み
て、この大谷写本について、簡単な解説を加えておきたい。
　大谷写本の八作品のうち、中観の五作品と論理学の一作品は、TOME ₉₅₁に、
般若の二作品は、TOME ₉₅₃に纏められている。『大谷蔵外目録』によれば、こ
の八作品は、全て、₁₀ x ₅₈．₅ cm のサイズの紙葉に一フォリオあたり九行で記
されている。その筆跡も、科学的な鑑定を行ったわけではないが、一見したと
ころ非常に類似しており、同一人物により筆記されたものである可能性が高い。
それ故、この一連の写本は同一の場所で同一人物により作成されたものと推定
される。但し、前述したように、その第一フォリオに記された表題は筆跡や書
式が異なるので、その部分だけは後代の付加であることは疑いない。
　さらに、最初の五つの中観の著作には、第一フォリオに記された表題の上部
と各紙葉のフォリオ番号の脇に、Ca（ ）という帙番号が付されていることが注
目に値する。一般にこの種の帙番号は、当該の作品が全集の一部であることを
示すものであるが、シェーラプジンパの二つの般若学の作品の写本にも、Tha
（ ）という帙番号が付されているので、このことは、シェーラプジンパの全集
が存在していたことを示唆するものである。但し、仮に全集が存在していたと
しても、それは、版本として出版されたものではなく、写本の形であった可能
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性が高い。少なくてもこれまでのところ、シェーラプジンパの全集が版本の形
で刊行された形跡は見出されないのである。ちなみに、各作品は通し番号にな
っておらず、各々第一フォリオから始まる独立した作品として記されている。
　なお、唯一の論理学の作品である『他者排除精解』には、写本及び版本とも
に、この帙番号が付されていないことを付言しておく。何故にこの作品のみ帙
番号が付されていないのか、さらには、他の一連の論理学に関する著作はあっ
たのかということについては不明であり、今後の調査の課題となっている。

（₄）大谷写本に使用されている隠字体について
　大谷写本は、全体的に隠字体（bskungs/bskung yig）で筆記されており、その
解読が必要となっている。使用されている隠字体はかなり難解なもので、テキ
ストの内容を或る程度理解していないならば、読解は極めて困難である。参考
までに、『二諦精解』から幾つか用例を引いておこう。
例１

₂a₇: mthong ba brdzun pa’ang rnam pa gnyis ’dod de/ [MAv VI. ₂₄a] zhes pa 
nas/ ’jig rten nyid las log par rnam par bzhag/ [MAv VI. ₂₅d] ces pa’i bar 
gyi gzhung ’di byung/
例２

₅a₅: gzugs chos can/ ’jig rten shes ngo la ltos te kun rdzob yin par thal/ de 
gnyis po gang rung yin pa’i phyir/ khyab pa dbye ba’i steng du song/[以下に
続く]

ma grub na/ de chos can/ de gnyis po gang rung yin par thal/ ’jig rten shes 
ngo la ltos te yang dag pa yin pa’i phyir/ ma grub na/ de de yin par thal/
例３

₉a₉: byas pa la kho na re/ gzhi bden med du tshad mas nges pa la gzhi de 
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kun rdzob bden pa yin par tshad mas nges pa sngon du ’gro dgos par thal/
[以下に続く]

don dam bden pa tshad mas nges pa la kun rdzob bden pa tshad mas nges 
pa sngon du ’gro dgos pa’i phyir/

　難解な隠字体は、特に問答体の箇所に見出される。これは ... chos can/... 
thal/... phyir/ 等の定型、所謂、タクセル（rtags gsal）の形で記されており、頻
出するが、その箇所には上記の通り、一見しただけでは原型が想定できないよ
うな隠字体が多数使用されていることが分かる。それ故、端的には、文字から
文章を読んでいくのではなく、内容から隠字体を解読しつつ読む必要があるの
で、当該テキストの内容について或る程度の知識がない者がこのテキストを読
んでも、文字だけに基づいてはほぼ読解できないと言っても過言ではない。例
えば、　という文字は、　　　という文字の隠字体であるが、これを文字だけ
から解読することは事実上不可能であり、文脈の理解が必須である。

（₅）テキストの内容について
　内容については、前六作品には、既に簡単な解題（小川 ₁₉₉₀）があるが、そ
れは、この中観や論理学の学課に対する一般的な解説に過ぎず、テキストの内
容を具体的に解説したものではない。それ故、その内容の分析については、今
後の検討課題となっている。
　六つの作品のうち、最初の五つは、『入中論』第六章の代表的な学課に対する
註釈である

54
。問題は、この五作品で第六章全体の註釈の完本となっているのか、

あるいは、未完の作品であるのかという点であるが、まず、この五作品のうち
の最後の作品である『中観我否定精解』の奥書には、「以上のように、吉祥なる
チャンドラキールティにより著作された『入中論』のうち第六発心の精解を解
説し終わった（de ltar dpal ldan Zla ba grags pas mdzad pa’i ｄʙｕ　ⅿａ　ˡａ　’ʲｕɡ　ｐａ las 

sems bskyed drug pa’i ’tha’ (read: mtha’) dpyod bshad zin pa yin te/）」と明記され

₅₄  ゲルク派の僧院で伝統的に用いられている『入中論』第六章の学課名については、
西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、p. ₅₃₇f. 参照。
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ているので、この作品が第六章の註釈の最後に当たることは疑いなかろう。
　さらに問題は、第一の『二諦精解』がこの第六章の註釈の最初の作品に当た
るのか否かという点である。『二諦精解』は、第六章の第₂₃偈から第₃₃偈までの
註釈に当たるので

55
、それ以前の第六章の偈文に対する註釈があっても不思議で

はない。特に、二諦の学課の前には、第六章第八偈から派生した「否定対象の
確認（dgag bya ngos ’dzin）」や「帰謬の拒斥（thal ldog）」という大きな学課があ
るので

56
、これらに対する註釈があった可能性も否定できない。しかしながら、

『二諦精解』のテキストは、「グル・マンジュゴーシャに帰命する（Na mo Guru-

Mañjughosāya）」という帰敬文から始まり、さらに三偈からなる帰敬偈が付され
ているが、これは、他の一連の作品には見出されない。他の作品では、冒頭部
に偈文が一つ置かれているだけで、この帰敬文は見出されず、『水流精解』にい
たっては偈文すら置かれていない。このことは、この『二諦精解』が『入中論』
第六章に対する一連の註釈のうち最初の作品に当たることを示唆している。そ
れ故、ここでは、暫定的に、この六つの作品は、『入中論』第六章に対する精解
の完本と見なしておく。
　但し、シェーラプジンパがこの第六章以外の章に対して註釈を著さなかった
のか否か、さらには、精解の他に総義は著さなかったのか否かは不明である。
一つの可能性としては、シェーラプジンパに『入中論』全章に対する註釈を著
す計画があり、その作業過程で、特に重要な第六章の各学課ごとに上述の註釈
を著したが、途中で頓挫したことが考えられる。もしそうであれば、各作品に、
シェーラプジンパ自身による表題や著作の由来を記す奥書を欠いているのは納
得が行く話である。無論、大谷大学図書館に所蔵されているものはあくまで部
分的なものに過ぎず、さらに他の註釈もあった可能性も否定できない。以上の
件は、シェーラプジンパの作品の調査を含め、今後の検討課題の一つとなって

₅₅  小川 ₁₉₉₀、p. ₂では、第₂₃偈から第₃₈偈 ab に対する註釈としているが、誤りである。
『二諦精解』の「原典の意味を確定するために科段と論証式を立てること（gzhung don 
nges pa’i phyir sa bcad dang sbyor ba bkod pa）」という科段において、シェーラプ
ジンパは自身で『入中論』の偈文を引いて『二諦精解』の註釈範囲を示しているが、そ
れは第₂₃偈から第₃₃偈に当たる。『二諦精解』₂a₂‒₄a₃参照。委細は『二諦精解』の訳
註研究において紹介する予定であるので、ここでは割愛する。

₅₆  西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、p. ₅₃₇参照。
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いる。
　続く、他者排除論の著作は、現存が確認されているシェーラプジンパの唯一
の論理学の作品である。木版本では、表題に「他者排除のテキスト（ɡＺʰａｎ　ｓｅˡ　

ɡｙｉ　ｄｐｅ　ｔｓʰｉɡ）」としか記されていないが、大谷写本では、「他者排除精解（ɡＺʰａｎ　

ｓｅˡ　ɡｙｉ　ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ）」とあり、表題が一致しない。これは何れも、後代の人物が
付けた仮の呼称であり、本作品には著者自身が付けた題目は存在していない。
大谷写本の表題に、「精解」と記されているところから、この作品は、『量評釈』
の一学課としての他者排除論に対する註釈のように見え、大谷写本の解題では、
そのように解説されているが

57
、実際にその内容を確認したところ、それは誤り

であり、論理学の初等教科書であるドゥタ文献（bsdus grwa）の一学課としての
他者排除論のテキストであることが判明した。実際、上述の五つの中観のテキ
ストは、註釈対象である『入中論』の当該の偈文を引いて解説しているのに対
して、当テキストでは、『量評釈』の当該の偈文は引かれておらず、一貫してド
ゥタ文献に特徴的な用語を用いた問答体の議論が展開されている。
　他方、第七と第八の般若学の著作は、残念ながら、大谷大学図書館から刊行
された影印版には収められおらず、正書体にも直されていないので、委細は不
明 で あ る。但 し、表 題 か ら 判 断 す る に、第 七 の 作 品 は、『現 観 荘 厳 論』
（Ａｂʰｉｓａⅿａｙāˡａmｋāｒａ）第一章所収「仏言・論書（bka’ bstan bcos）」の学課まで
の註釈である。『現観荘厳論』は全八章からなるが、そのうち第一章と第四章は
チベットでは特に重要視されており、その註釈の分量も他の章に比べて著しく
多い。第一章の伝統的な学課名については、既に別稿で紹介したので

58
、委細は

それに譲るが、「仏言・論書」は、『現観荘厳論』第一章第₂‒₃偈から派生した主
題であり、ゲルク派僧院の履修課程では、般若学の最初の学級で修学する主題
の一つとなっている。それ故、この第七の作品は、『現観荘厳論』第一章の最初
の部分のみの註釈であり、第一章の残りの部分と第二章以降の註釈は、少なく
ても大谷大学図書館には所蔵されていない。
　他方、第八の作品は、『七十義の第二章・第三章・第四章・第五章』とあるが、
表題から判断するに、これは、般若精解ではなく、その前に修学されるべき般

₅₇  小川 ₁₉₉₀、p. ₅f. 参照。
₅₈  西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、pp. ₅₂₉‒₅₃₁参照。
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若学の初等教科書の一つである「七十義（Don bdun cu）」の作品と推定される。
それ故、第七の作品の続きの作品とは考え難い。七十義は、『現観荘厳論』の主
題である「八事七十義（dngos po brgyad don bdun bcu）」の定義（mtshan nyid）・
分類（dbye ba）・境域（sa mtshams）などを簡潔に解説したものであり、八事を
章立てして八章に分けられる。この第八の作品は、そのうち、第二章から第五
章からなり、第一章及び第七章と第八章を欠いている模様である。その意味で、
第七の作品も第八の作品も共に完全な作品ではない。その具体的な内容につい
ては、今後の検討課題として残しておく。

３．シェーラプジンパの著作を研究する意義

　最後に、シェーラプジンパの著作を研究する意義について簡単に纏めておこ
う。これについては色々な観点から考えられるが、第一に、ジャムヤンシェー
パの教学形成を解明する上での重要性が挙げられる。ジャムヤンシェーパの著
作は三大寺の一つであるデプン寺のゴマン学堂において教科書として使用され
ており、ゲルク派の教学を形成する最も重要な柱の一つとなっている。ジャム
ヤンシェーパの教学自体、まだ研究の端緒に付いたばかりであり、端的には殆
ど解明されていないが、彼の修学時代におけるシェーラプジンパの存在感を考
えるならば、シェーラプジンパの影響力を無視することは出来ないであろう。
伝記資料からは、ジャムヤンシェーパは論理学について特にシェーラプジンパ
から学んだとされるので、シェーラプジンパの著作と、ジャムヤンシェーパの
論理学書を比較検討することを通じて、その影響力を文献の上から確認するこ
とが出来るかもしれない。さらには、伝記資料からは、ジャムヤンシェーパが
シェーラプジンパから中観を学んだという明確な記述は見出されないが、ジャ
ムヤンシェーパがシェーラプジンパの下で修学したのは、彼が中観学級に進級
してからのことであり、しかも中観の学堂教科書を暗記するためニマタン学堂
にペンツァムにも行っているので、その際、シェーラプジンパから中観につい
て学んだ可能性も否定できない。それ故、両者の中観の著作を比較検討するこ
とも必要となってくる。
　第二の意義としては、最後期のサンプ教学の一形態を示す資料としての重要
性が挙げられる。サンプ教学は、ゴク翻訳師ロデンシェーラプ（rNgog lo tsā ba 

Blo ldan shes rab, ₁₀₅₉‒₁₁₀₉）により十一世紀末から十二世紀初頭にかけてサンプ



30 ニマタンパ・シェーラプジンパ

寺を拠点としてその基礎が打ち立てられ、以後、チャパ・チューキセンゲ等の
後継者達により継承・展開され、後代、チベットの諸宗派、その中でも特にゲ
ルク派とサキャ派の顕教教学を生み出す母胎となったものである。チベット仏
教史におけるサンプ教学の位置付けとその重要性については、既に別稿にて解
説したのでここでは再説しないが

59
、チベット仏教教学の基層を形成する重要な

役割を果たした。サンプ寺の伝統的な教学は、十四世紀頃からサンプ寺内にサ
キャ派及びゲルク派の講説院が創出され、両学派の影響力が高まるに従い、
徐々に衰微し最終的には消滅するにまで至ったが、シェーラプジンパの著作は、
サンプ教学の最後期の様態を反映する貴重な資料の一つである。後代のサンプ
寺では、ゴク翻訳師やチャパに由来する伝統的なサンプ教学のほか、サキャ派
やゲルク派の教学も入り乱れ坩堝のような状態になったが、そのことは、同じ
サンプ寺内のゲルク派系学堂の一つであるラトゥ学堂

60
（Ra/Rwa stod grwa 

tshang）の学僧タチュンワ・ユンテンギャンツォ（Grwa chung ba Yon tan rgya 

mtsho, ca. ₁₄₀₀‒₁
61

₄₇₀）の『量評釈精解』からも見て取れる。既に紹介したように、
彼の著作には、ゲルク派の標準的な教学には見られないサンプ系の古い教学の
残滓が確認されるのである

62
。タチュンワは、十五世紀の人物であり、サンプ寺

内のゲルク派系学堂において伝承された教学の最初期の様態を伝える者である
が、同様のことがより後代のシェーラプジンパ（ca. ₁₆₄₅‒₁₇₁₅）の著作にも見出

₅₉  サンプ寺及びその教学については、西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、pp. ₉₄‒₃₁₇において比較的
詳細に紹介したほか、その歴史的展開やその所属宗派については、西沢 ₂₀₁₂、₂₀₁₃a
においても簡単に論じたので、参照されたい。

₆₀  ラトゥ学堂及びその教学については、西沢 ₂₀₁₃b を参照。
₆₁  タチュンワは、師にして初代ラトゥ学堂長を務めたマルカムパ・タクパサンポ
（dMar/sMar/rMar khams pa Grags pa bzang po, alias, mKhyen rab dbang phyug 
Grags pa bzang po, ca. ₁₃₈₅‒₁₄₆₅）と共にラトゥ学堂創設に大きく関与した人物であ
る。彼の正確な年代は不明であるが、他の師に、タルマリンチェン（₁₃₆₄‒₁₄₃₂）がお
り、弟子にジャムヤン・チョクラウーセル（’Jam dbyangs mchog/phyogs lha ’od zer, 
₁₄₂₉‒₁₅₀₀）がいるので、大凡の年代として、その間をとって、₁₄₀₀‒₁₄₇₀年頃の人物
と 考 証 し て お く。タ チ ュ ン ワ の 事 績 と 著 作 に つ い て は、西 沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、
pp. ₅₀₀‒₅₀₂に紹介したほか、西沢 ₂₀₁₃b, pp. ₁₂₇‒₁₃₀においても再説したので、参照
されたい。

₆₂  西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₂、pp. ₂₈₆‒₂₉₁参照。この件につきタチュンワの認識手段論を主題
として考察した。
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されるのか否か、あるいは、三大寺の学堂教科書に見られるような標準的なゲ
ルク派の教学に完全に置き換わっているのか否かが検討課題となる。これを通
じて、当時伝統的なサンプ教学の衰退の程度がどの程度のものであったのか推
し量ることが期待される。
　以上、シェーラプジンパの著作を研究するに際して特に重要と思われる二つ
の意義を挙げた。無論、それ以外にも色々な観点から彼の著作を研究すること
は可能であり、それは今後の検討課題として残されている。

結語

　以上、ニマタンパ・シェーラプジンパの事績及び著作等について簡単に紹介
した。現段階では、残念ながら、シェーラプジンパについて知られていること
はかなり限定されており、委細は不明なままであるが、ジャムヤンシェーパと
の交流など、これまで知られていなかったシェーラプジンパの一側面を紹介し
た。ここでシェーラプジンパの人物や事績に関する諸情報を整理しておくなら
ば、以下の通りである。

１．  シェーラプジンパは、『黄瑠璃史』所収のニマタン学堂長の系譜では、
第₂₈代学堂長ソクポ・シェーラプジンパ（Sog po Shes rab sbyin pa）

としてその名を見出すことができる。ここから彼がソクポ、即ち、
モンゴル人であることが判明する。

２．  シェーラプジンパは、『大教義書』によれば、ジャムヤンシェーパ
（₁₆₄₈‒₁₇₂₁）が₁₆₆₈年にゴマン学堂に入寺した際の学堂長ルンブ
ム・ロトゥギャンツォ（₁₆₃₅‒₁₆₈₈）の三人の筆頭弟子の一人であり、
ジャムヤンシェーパの兄弟子に当たる人物である。

３．  シェーラプジンパは、当時、五大典籍の中でも特に論理学に通達し
た学者として知られており、ジャムヤンシェーパは、彼を「正理の
主（rigs pa’i dbang phyug）」と称し高く評価していた。

４．  シェーラプジンパの正確な年代は不明だが、関連する前後の諸人物
の年代から、₁₆₄₅‒₁₇₁₅年頃の人物と推定される。

５．  ジャムヤンシェーパがシェーラプジンパに出会ったのは、『クンケン
自伝』によれば、₁₆₇₁年、彼が二十四歳の年である。（『クンケン伝』

では、₁₆₇₂年。）
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６．  ジャムヤンシェーパはシェーラプジンパの下で論理学、律、阿毘達
磨などを修学したが、特に、『量評釈』について昼夜を分たず深く学
び、師事した年月は不定期で短かったものの、ジャムヤンシェーパ
自ら「お互いに心が一つになった（phan tshun sems gcig byung）」と
評するほど師弟関係は深いものがあった。

７．  ジャムヤンシェーパは、サンプ寺において₁₆₇₂年にカチュ・タコル
を行い、その翌年の₁₆₇₃年に、師にして当時のゴマン学堂長である
ロトゥギャンツォの指示に背いてまで、再度サンプ寺でラプジャ
ム・タコルを行った。その背景には、サンプ寺の師であるシェーラ
プジンパの指示と学恩に報いる意味合いがあった。

　シェーラプジンパの著作については、五点の中観の著作と二点の般若の著作、
律と論理学の作品が一点ずつで合計九作品の現存が確認された。そのうち、律
と論理学の二作品は木版本がモンゴル国立図書館に所蔵されている他、八点の
作品はウメ書体の写本として大谷大学図書館に保管されている。シェーラプジ
ンパがモンゴル人であり、実際、彼の律と論理学の著作がモンゴルに残されて
いたことからも、他にも彼の一連の著作がモンゴルに保存されている可能性が
ある。今後、その方面の調査が必要になることを最後に付言しておきたい。
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Library, ₁₉₇₃.

『雪域歴代名人辞典』

　　　  ɢａｎɡｓ　ｃａｎ　ⅿｋʰａｓ　ɡｒｕｂ　ｒｉⅿ　ｂｙｏｎ　ⅿｉｎɡ　ⅿｄｚｏｄ.  Comp. Ku zhul grags pa ’byung 

gnas/ rGyal ba blo bzang mkhas grub, mTsho sngon mi rigs par khang, ₁₉₉₂.

『蔵漢大辞典』

　　　  ʙｏｄ　ｒɡｙａ　ｔｓʰｉɡ　ⅿｄｚｏｄ　ｃʰｅｎ　ⅿｏ. ₂ vols., Mi rigs dpe skrun khang, ₁₉₉₃.

『トゥンカル大辞典』

　　　  Ｄｕｎɡ　ｄｋａｒ　ｔｓʰｉɡ　ⅿｄｚｏｄ　ｃʰｅｎ　ⅿｏ. Ed.  Dung dkar blo bzang ’phrin las.  Krung 

go’i bod rig pa dpe skrun khang, ₂₀₀₂.

『翻訳名義大集』（Abbr. Mvyut）

　　　  榊亮三郎編著、『梵蔵漢和四譯對校・翻訳名義大集』、二巻、再版、国書刊行会、

₁₉₆₅。

チベット語文献
『アク稀覯書目録』

　　　  ｄＰｅ　ｒɡｙｕｎ　ｄｋｏｎ　ｐａ　’ɡａ’　ｚʰｉɡ　ɡｉ　ｔʰｏ　ｙｉɡ　ｄｏｎ　ɡｎｙｅｒ　ｙｉｄ　ｋｙｉ　ｋｕｎｄａ　ｂｚʰａｄ　ｐａ’ｉ　ｚˡａ　

’ｏｄ　 ’ｂｕⅿ　 ɡｙｉ　 ｓｎｙｅ　 ⅿａ　 ｂｚʰｕɡｓ　 ｓｏ.  In: Ｍａｔｅｒｉａˡｓ　 ｆｏｒ　 ａ　 ʜｉｓｔｏｒｙ　 ｏｆ　 Ｔｉｂｅｔａｎ　

ʟｉｔｅｒａｔｕｒｅ．　　Ｐａｒｔ　₃. Ed. Lokesh Chandra.  New Delhi, ₁₉₆₃, pp. ₅₀₃‒₆₀₁.  [Abbr. 

MHTL]

『黄瑠璃史』

　　　  sDe srid sangs rgyas rgya mtsho, ｄɢａ’　ˡｄａｎ　ｃʰｏｓ　’ｂｙｕｎɡ　ｖａｉdūｒｙａ　ｓｅｒ　ｐｏ. Ed. 

rDo rje rgyal po, Krung go’i bod kyi shes rig dpe skrun khang, ₁₉₈₉.

『クンケン自伝』

　　　  ’Jam dbyangs bzhad pa’i rdo rje ngag dbang brtsun ’grus, ｒＪｅ　ｂｔｓｕｎ　’ʲａⅿ　ｄｂｙａｎɡｓ　

ｂｚʰａｄ　ｐａ’ｉ　ｒｄｏ　ｒʲｅ’ｉ　ｒｎａⅿ　ｔʰａｒ　ｂｋａ’　ｒｔｓｏⅿ　ｔｓʰｉɡｓ　ｂｃａｄ　ⅿａ　ｂｚʰｕɡｓ　ｓｏ.  In: Ｋｕｎ　

ⅿｋʰｙｅｎ　 ’ʲａⅿ　 ｄｂｙａｎａɡｓ　 ｂｚʰａｄ　 ｐａ’ｉ　 ｒｄｏ　 ｒʲｅ’ｉ　 ɡｓｕｎɡ　 ’ｂｕⅿ.  Vol. ka, pp. ₅‒₁₈ 

(₁‒₇b₂).  [タシキル版（bKra shis ’khyil dpar ma）]

『クンケン伝』

　　　  dKon mchog ’jigs med dbang po, Ｋｕｎ　ⅿｋʰｙｅｎ　’Ｊａⅿ　ｄｂｙａｎɡｓ　ｂｚʰａｄ　ｐａ’ｉ　ｒｎａⅿ　

ｔʰａｒ.  Kan su’u mi rigs dpe skrun khang, ₁₉₈₇.

『ゴマン学堂史』
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　　　  ’Bras spungs mkhan khri bsTan pa bstan ’dzin, Ｃʰｏｓ　 ｓｄｅ　 ｃʰｅｎ　 ｐｏ　 ｄｐａˡ　 ˡｄａｎ　

’ʙｒａｓ　ｓｐｕｎɡｓ　ｂｋｒａ　ｓʰｉｓ　ｓɡｏ　ⅿａｎɡ　ɡｒʷａ　ｔｓʰａｎɡ　ɡｉ　ｃʰｏｓ　’ｂｙｕｎɡ　ｃʰｏｓ　ｄｒｕｎɡ　ɡ︲ｙａｓ　

ｓｕ　’ｋʰｙｉˡ　ｂａ’ｉ　ｓɡｒａ　ｄｂｙａｎɡｓ　ｚʰｅｓ　ｂｙａ　ｂａ　ｂｚʰｕɡｓ　ｓｏ. ₂ vols., Mundgod: Drepung 

Gomang Library, ₂₀₀₃.

『サキャ善説』

　　　  Sa skya pandita kun dga’ rgyal mtshan, Ｓａ　ｓｋｙａ　ˡｅɡｓ　ｂｓʰａｄ: Helmut Eimer, Ｓａ　

ｓｋｙａ　ˡｅɡｓ　ｂｓʰａｄ：　Ｄｉｅ　Ｓｔｒｏｐʰｅｎ　ｚｕｒ　ʟｅｂｅｎｓｋˡｕɡʰｅｉｔ　ｖｏｎ　Ｓａ　ｓｋｙａ　ｐａndｉｔａ　ｋｕｎ　ｄɡａ’　

ｒɡｙａˡ　ⅿｔｓʰａｎ　(₁₁₈₂‒₁₂₅₁), Wien, ₂₀₁₄.

『大教義書』

　　　  Kun mkhyen ’Jam dbyangs bzhad pa, ɢｒｕｂ　 ｐａ’ｉ　 ⅿｔʰａ’ｉ　 ｒｎａⅿ　 ｐａｒ　 ｂｚʰａɡ　 ｐａ　

’ｋʰｒｕˡ　ｓｐｏｎɡ　ɡｄｏｎɡ　ˡｎɡａ’ｉ　ｓɡｒａ　ｄｂｙａｎɡｓ　ｋｕｎ　ⅿｋʰｙｅｎ　ˡａⅿ　ｂｚａｎɡ　ɡｓａˡ　ｂａ’ｉ　ｒｉｎ　

ｃʰｅｎ　 ｓɡｒｏｎ　ⅿｅ　 ｚʰｅｓ　 ｂｙａ　 ｂａ　 ｂｚʰｕɡｓ　 ｓｏ.  Mundgod: Drepung Gomang Library, 

₁₉₉₉.

『ツォンカパ伝』

　　　  Cha har dge bshes Blo bzang tshul khrims, ｒＪｅ　ｔʰａⅿｓ　ｃａｄ　ⅿｋʰｙｅｎ　ｐａ　ｔｓｏｎɡ　ｋʰａ　

ｐａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ’ｉ　ｒｎａⅿ　ｔʰａｒ　ɡｏ　ｓˡａ　ｂａｒ　ｂｒʲｏｄ　ｐａ　ｂｄｅ　ˡｅɡｓ　ｋｕｎ　ɡｙｉ　’ｂｙｕｎɡ　ɡｎａｓ　ｚʰｅｓ　

ｂｙａ　ｂａ：　Ｔʰｅ　Ｃｏˡˡｅｃｔｅｄ　Ｗｏｒｋｓ　(ɡｓｕｎɡ　 ’ｂｕⅿ)　ｏｆ　Ｃʰａ　ʰａｒ　ｄɡｅ　ｂｓʰｅｓ　ʙˡｏ　ｂｚａｎɡ　

ｔｓʰｕˡ　ｋʰｒｉⅿｓ.  Ed.  Chatring Jansar Tenzin, Vol. ₂, New Delhi, ₁₉₇₁.

『ツォンカパ大伝』

　　　  mKhas grub dge legs dpal bzang, ｒＪｅ　ｂｔｓｕｎ　ｂˡａ　ⅿａ　Ｔｓｏｎɡ　ｋʰａ　ｐａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ’ｉ　ｎɡｏ　

ⅿｔｓʰａｒ　ｒⅿａｄ　ｄｕ　ｂｙｕｎɡ　ｂａ’ｉ　ｒｎａⅿ　ｐａｒ　ｔʰａｒ　ｐａ　ｄａｄ　ｐａ’ｉ　’ʲｕɡ　ｎɡｏɡｓ　ｚʰｅｓ　ｂｙａ　ｂａ　

ｂｚʰｕɡｓ　ｓｏ.  [ショル版（Zhol dpar ma）]

『二諦精解』

　　　  Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pa, ɴｙｉ　ⅿａ　 ｔʰａｎɡ　ｄｐｏｎ　ｓˡｏｂ　Ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　

ｐａｓ　ⅿｄｚａｄ　ｐａ’ｉ　ｂＤｅｎ　ɡｎｙｉｓ　ｋｙｉ　ⅿｔʰａ’　ｄｐｙｏｄ　ｂｚʰｕɡｓ　ｓｏ.  In: サンプ僧院ニマタ

ン学堂長シェラプジンパ著『中観学説決択集　原本複製　付解題』（大谷大学所蔵

西蔵蔵外文献叢書３）臨川書店、₁₉₉₀、pp. PL. ₁‒₁₅。

『マントゥ仏教史年表』

　　　  Mang thos klu sgrub rgya mtsho, ｂｓＴａｎ　ｒｔｓｉｓ　ɡｓａˡ　ｂａ’ｉ　ｎｙｉｄ　ｂｙｅｄ　 ˡʰａɡ　ｂｓａⅿ　

ｒａｂ　ｄｋａｒ　ｚʰｅｓ　ｂｙａ　ｂａ.  In: Ｓａ　ｓｋｙａ’ｉ　ｃʰｏｓ　’ｂｙｕｎɡ　ɡｃｅｓ　ｂｓｄｕｓ.  Vol. ₅, Krung go’i 

bod rig pa dpe skrun khang, ₂₀₀₉, pp. ₁₆₉‒₄₀₂.
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